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京都大学フィールド科学教育研究センター規程

第一条　この規程は、京都大学フィールド科学教育研究センター（以下「センター」という。）

の組織等に関し必要な事項を定めるものとする。

第二条　センターは、フィールド科学に関する教育研究を行うことを目的とする。

第三条　センターに、教育研究部及び管理技術部を置く。

2 教育研究部に次の部門を置く。

企画研究推進部門

森林生物圏部門

里域生態系部門

基礎海洋生物学部門

第四条　センターに、センター長を置く。

2 センター長は、京都大学の専任の教授をもって充てる。

3 センター長の任期は、二年とし、再任を妨げない。

4 センター長は、センターの所務を掌理する。

第五条　センターに、その重要事項を審議するため、協議員会を置く。

2 協議員会に関し必要な事項は、別に定める。

第六条　センターに、その運営に関する事項についてセンター長の諮問に応ずるため、運営委

員会を置く。

2 運営委員会に関し必要な事項は、別に定める。

第七条　センターの事務組織については、京都大学分課規程（平成十二年達示第十号）の定め

るところによる。

第八条　この規程に定めるもののほか、センターの内部組織については、センター長が定める。

附　則

この規程は、平成十五年四月一日から施行する。
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京都大学フィールド科学教育研究センター協議員会規程

第一条　この規程は、京都大学フィールド科学教育研究センター規程（平成十五年達示第八号）

第五条第二項の規定に基づき、フィールド科学教育研究センター（以下「センター」

という。）の協議員会に関し必要な事項を定めるものとする。

第二条　協議員会は、次の各号に掲げる協議員で組織する。

一　センター長

二　センター所属の専任の教授

三　前二号以外の京都大学の教授のうちから、協議員会の議を経てセンター長の委嘱した

者　若干名

2 第一項第三号の協議員の任期は、二年とし、再任を妨げない。ただし、補欠の協議員

の任期は、前任者の残任期間とする。

第三条　センター長は、協議員会を招集し、議長となる。

2 センター長に事故があるときは、あらかじめセンター長が指名した協議員が前項の職

務を代行する。

第四条　協議員会は、協議員（海外渡航中の者を除く。）の過半数が出席しなければ、開くこ

とができない。

2 協議員会の議事は、出席協議員の過半数で決する。

3 前二項の規程にかかわらず、協議員会の指定する重要事項については、協議員（海外

渡航中の者を除く。）の三分の二以上が出席する協議員会において、出席協議員の四

分の三以上の多数で決する。

第五条　協議員会の事務を処理するため、協議員会に幹事を置き、事務官を充てる。

第六条　この規程に定めるもののほか、協議委員会の運営に関し必要な事項は、協議員会が定

める。

附　則

この規程は、平成十五年四月一日から施行する。



－ 77 －

京都大学フィールド科学教育研究センター運営委員会規程

第一条　この規程は、京都大学フィールド科学教育研究センター規程（平成十五年達示第八号）

第六条第二項の規定に基づき、フィールド科学教育研究センター（以下「センター」

という。）の運営委員会に関し必要な事項を定めるものとする。

第二条　運営委員会は、次の各号に掲げる委員で組織する。

一　センター所属の教官のうちからセンター長の命じた者　若干名

二　前号以外の京都大学の専任の教官のうちからセンター長の委嘱した者　若干名

2 前項第二号の委員の任期は、二年とし、再任を妨げない。ただし、補欠の委員の任期

は、前任者の残任期間とする。

第三条　センター長は、運営委員会を招集し、議長となる。

2 センター長に事故があるときは、あらかじめセンター長が指名した委員が前項の職務

を代行する。

第四条　運営委員会は、委員の過半数が出席しなければ、開くことができない。

第五条　運営委員会に必要に応じて専門委員会を置くことができる。

2 専門委員会の委員は、運営委員会の議に基づきセンター長が委嘱する。

第六条　運営委員会は、必要があるときは、委員以外の者の出席を求めて意見を聴くことがで

きる。

第七条　運営委員会の事務を処理するため、運営委員会に幹事を置き、事務官を充てる。

第八条　この規程に定めるもののほか、運営委員会の運営に関し必要な事項は、運営委員会が

定める。

附　則

この規程は、平成十五年四月一日から施行する。
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京都大学フィールド科学教育研究センター長候補者選考規程

第一条　フィールド科学教育研究センターのセンター長候補者の選考については、この規程の

定めるところによる。

第二条　センター長候補者は、京都大学の専任の教授のうちから、フィールド科学教育研究セ

ンターの協議員会において選出する。

第三条　前述の協議員会は、協議員（海外渡航中の者を除く。）の三分の二以上の出席を必要

とする。

第四条　センター長候補者の選出は、出席協議員の単記無記名投票による選挙によって行う。

第五条　投票における過半数の得票者を当選者とする。

2 前項の投票において過半数の得票者がないときは、得票多数の二名について決選投票

を行い、得票多数の者を当選者とする。ただし、得票同数のときは、年長者を当選者

とする。

3 第一項の投票の結果、得票同数の者があることにより決選投票における被投票者の二

名を定めることができないときは、年長者を先順位として定める。

4 決選投票には、被投票者は加わらないものとする。

第六条　センター長候補者の選出を行う協議員会は、センター長の任期満了による場合には満

了の日の三十日以前に、その他による場合には速やかに開催するものとする。

第七条　この規程に定めるもののほか、この規程の実施に関し必要な事項は、協議員会の議を

経てセンター長が定める。

附　則

1 この規程は、平成十五年四月一日から施行する。

2 フィールド科学教育研究センター設置後初めて任命されるセンター長の選考について

は、この規程にかかわらず、京都大学フィールド科学教育研究センター設置準備委員

会の推薦する候補者について、総長が行うものとする。
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京都大学フィールド科学教育研究センターの内部組織に関する内規

第 1 条　この内規は、京都大学フィールド科学教育研究センター規程（平成15年達示第8号、

以下「センター規程」という。）第8条の定めるところにより、京都大学フィールド

科学教育研究センター（以下「センター」という。）に置かれる内部組織に関し、必

要な事項を定めるものとする。

第 2 条　センター規程第3条の定める管理技術部に、次の室及び部門を置く。

企画情報室

森林フィールド管理部門

里域フィールド管理部門

水域フィールド管理部門

第 3 条　センターに、森林、里域、海域の各ステーションを置く。

2 ステーションに別表の施設を置く。

第 4 条　第2条第1項の企画情報室及び前条第2項の施設に室長及び施設長を置き、本学の教

授、助教授又は講師をもって充てる。

2 室長及び施設長は、センター長の命を受け、当該室及び施設の業務を総括する。

3 室長及び施設長の任期は、2年とし、再任を妨げない。

4 室長及び施設長は、センター長が任命する。

附　則

1 この内規は、平成15年4月23日から施行し、平成15年4月1日から適用する。

別表（第 3条第 2項関係）

所　在　地施　設　名ステーション名

京都府北桑田郡美山町芦 生 研 究 林

森　林
北海道川上郡標茶町［標茶区］

北海道研究林
北海道白糠郡白糠町［白糠区］

和歌山県有田郡清水町和歌山研究林

京都市北区上賀茂試験地

里　域
周南市徳 山 試 験 地

京都市左京区北白川試験地

和歌山県西牟婁郡串本町紀伊大島実験所

舞鶴市舞鶴水産実験所
海　域

和歌山県西牟婁郡白浜町瀬戸臨海実験所
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京都大学フィールド科学教育研究センター協議員会から京都大学フィールド
科学教育研究センター教授会に付託又は委任する審議事項に関する申し合せ

（平成15年4月23日決定）

京都大学フィールド科学教育研究センター協議員会は、次に掲げる事項の審議を京都大学フ

ィールド科学教育研究センター教授会に付託又は委任する。

（付託する事項）

1．センター長候補者の推薦に関する事項

2．教員（教授・助教授・講師）候補者の推薦に関する事項

3．組織改編に関する重要な事項

（委任する事項）

1．教員（助手）の人事に関する事項

2．規程その他重要な内規の制定改廃に関する事項

3．予算に関する事項

4．教員の兼業に関する事項

5．外部資金等の受入れに関する事項

6．その他管理運営に係る重要な事項
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京都大学フィールド科学教育研究センター教授会内規
（平成15年4月23日制定）

第 1 条　この内規は、京都大学フィールド科学教育研究センター（以下「センター」という。）

の教授会に関し、必要な事項を定めるものとする。

第 2 条　教授会は、センターの専任教授で組織する。

2 教授会は、必要に応じその議を経て、前項に規定する以外の者に教授会への出席を

求め、説明又は意見を聴くことができる。

第 3 条　教授会は、次の各号に揚げる事項を審議する。

（1） センター長候補者の推薦に関する事項

（2） 教員（教授、助教授、講師）候補者の推薦に関する事項

（3） 組織改編に関する重要な事項

（4） 教員（助手）の人事に関する事項

（5） 規程その他重要な内規の制定改廃に関する事項

（6） 予算に関する事項

（7） 教員の兼業に関する事項

（8） 外部資金等の受入れに関する事項

（9） その他管理運営に係る重要な事項

第 4 条　センター長は、教授会を招集し、その議長となる。

2 センター長に事故がある場合は、あらかじめセンター長が指名する教授が前項の職

務を代行する。

3 教授会は、毎月１回開催することを原則とする。ただし、やむを得ない場合は、

この限りではない。

4 前項のほか、センター長は、特に必要と認める場合又は第２条の構成員２名以上の

要求がある場合は、臨時に、教授会を招集するものとする。

第 5 条　センター長は、前条の招集に際しては、緊急やむを得ない場合を除き、教授　会開

催日の５日前までに、審議する議題を添えて構成員に通知しなければならない。

第 6 条　教授会は、構成員の過半数の出席がなければ、開会できないものとする。

ただし、海外渡航（私事渡航を除く。）中の者は、構成員の算定から除くものとする。

第 7 条　教授会の議事は、特別の定めのある場合を除き、出席者の過半数をもって決し、可

否同数のときは、議長が決する。

第 8 条　教授会に、必要に応じ、委員会を置くことができる。

2 委員会の組織・運営その他に関しては、教授会の議を経て、センター長が定める。
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第 9 条　教授会の事務は、農学部等事務部総務課において処理する。

第10条　この内規に定めるもののほか、教授会の運営その他に関し必要な事項は、教授会の議

を経て、センター長が定める。

附　則

この内規は、平成15年4月23日から施行する。
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京都大学フィールド科学教育研究センター教員会議内規
（平成15年4月23日制定）

第 1 条　京都大学フィールド科学教育研究センター（以下「センター」という。）に教員会議

を置く。

第 2 条　教員会議は、センター長及び教授、助教授、講師、助手で構成する。

第 3 条　教員会議は、次の事項を審議する。

（1） センターにおける教育・研究の企画、実施及び教育・研究成果に関する事項

（2） その他センターの運営に関する事項で、センター長が附議することを必要と認めた

事項

第 4 条　センター長は、教員会議を招集し、議長となる。

2 議長に事故があるときは、あらかじめセンター長が指名する教授が職務を代行する。

3 教員会議は、3ケ月に1回開催することを原則とする。ただし、やむを得ない場合は、

この限りではない。

4 前項のほか、センター長は特に必要と認めたとき又は構成員3名以上の要求があった

ときは、随時招集することができる。

第 5 条　センター長は、前条の招集に際しては、緊急やむを得ない場合を除き、教員会議開

催日の5日前までに、審議する議題を添えて構成員に通知しなければならない。

2 構成員は、センター長に対し、議案としたい事項を申し出ることができる。

3 前項の申し出は、原則として教員会議開催日の7日前までに行うものとする。

第 6 条　教員会議は、構成員の過半数が出席しなければ開会することができない。ただし、

海外渡航（私事渡航を除く。）中の者は、構成員の算定から除くものとする。

第 7 条　教員会議の議事は、特別の定めのある場合を除き、出席者の過半数をもって決し、

可否同数のときは、議長が決する。

第 8 条　教員会議に、必要に応じ、委員会を置くことができる。

2 委員会の組織・運営その他に関しては、教員会議の議を経て、センター長が定める。

第 9 条　教員会議の事務は、企画情報室において処理する。

第10条　この内規に定めるもののほか、教員会議の運営その他に関し必要な事項は教員会議

の議を経て、センター長が定める。

附　則

この内規は、平成15年4月23日から施行する。
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京都大学フィールド科学教育研究センター
教授、助教授及び講師候補者選考内規

（平成15年4月23日制定）

第 1 条　京都大学フィールド科学教育研究センター（以下「センター」という。）の教授、助

教授及び講師候補者選考は、この内規により、協議員会において行う。

第 2 条　教授候補者を選考する必要が生じた場合、協議員会は教授会に選考の事前審査を行

わせるものとする。

第 3 条　教授会は、前条に基づき選考の基本方針を審議し、その都度次の5名からなる教授候

補者選考委員会（以下「選考委員会」という。）を置く。

（1） 教授会の議を経て、センター長が教授会構成員のうちから委嘱した者　　3名以上

（2） センター長が必要と認めた場合には、教授会の議を経て、教授会構成員以外の本学

の専任教員　　若干名

第 4 条　選考委員会は、前条の基本方針に基づき、教授候補者として推薦すべき候補者1名を

選定し、その候補者について、次の資料を教授会に提出し事前審議を経た後、協議

員会に推薦する。

（1） 選考委員の連署による推薦理由書

（2） 履歴書

（3） 研究業績一覧

第 5 条　教授候補者の選考に関する協議員会は、構成員の3分の2以上の出席がなければ、開

会することができない。ただし、海外渡航（私事渡航を除く）中の者は、構成員の

算定から除くものとする。

第 6 条　教授候補者の決定は、出席協議員の4分の3以上の同意がなければ、行うことができ

ない。

第 7 条　助教授、講師候補者の選考決定は、前5条の規定に準じて行うものとする。

第 8 条　この内規は、協議員会において出席協議員の3分の2以上の同意がなければ、改正で

きない。

附　則

この内規は、平成15年4月23日から施行する。
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京都大学フィールド科学教育研究センター助手選考に関する申し合せ
（平成15年4月23日決定）

1．京都大学フィールド科学教育研究センター（以下「センター」という。）の助手ポストが空

席になった場合、あるいは空席になることが確定した場合、当該助手が配置されている分

野担任教授は、後任の助手候補者をセンター長に推薦する。当該分野担任教授が欠けてい

る場合は、センター長が当該分野の所属する部門関連教授と協議して助手候補者を推薦す

る。

2．センター長は、次の資料を添えて助手候補者を教授会に推薦する。

（1）推薦理由書

（2）履歴書

（3）研究業績一覧

3．助手候補者の選考に関する教授会は、構成員の3分の2以上の出席がなければ、開会するこ

とができない。ただし、海外渡航（私事渡航を除く）中の者は、構成員の算定から除くも

のとする。

4．助手候補者の決定は、出席教授の4分の3以上の同意がなければ、行うことができない。

附　則

この申し合せは、平成15年4月23日から施行する。
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京都大学フィールド科学教育研究センター
研修員の取扱いに関する内規

（平成15年4月23日制定）

第 1 条　京都大学フィールド科学教育研究センター（以下「センター」という。）における研

修員の取扱いについては、京都大学研修規程の定めるところによるほか、この内規

によるものとする。

第 2 条　研修員として受入れできる者は、次の各号の一に該当する者とする。

1 博士の学位を有する者

2 大学院博士課程において研究指導の認定を受けた者

3 教育、研究機関等において、現に教育、研究等の職に従事している者で、大学卒業

後5年以上又は大学院修士課程修了後3年以上の者

4 その他前各号に準ずる学力があるとセンター長が認めた者

附　則

この内規は、平成15年4月23日から施行し、平成15年4月1日から適用する。
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京都大学フィールド科学教育研究センター研究生内規
（平成15年4月23日制定）

第 1 条　京都大学フィールド科学教育研究センターにおいて特定事項の研究を志望する者が

あるときは、研究生として入学を許可することがある。

第 2 条　研究生として入学することができる者は、京都大学研究生規程（昭和50年12月9日

達示第37号。以下「規程」という。）第2条によることとし、国費外国人留学生及び

私費外国人留学生を含むものとする。

第 3 条　規程第4条第2項にいう「教授会（またはこれに代わる機関）」は、教授会とする。

第 4 条　研究生の入学は4月1日又は10月1日とする。ただし、特別の事情があるときは、こ

の限りではない。この場合の入学は、原則として毎月1日とする。

第 5 条　研究生の在学期間は、原則として6ヶ月以上1年以内とする。ただし、引き続き研究

の継続のため在学を志望する者には、その願い出により教授会の議を経て、その都

度6ヶ月以上1年以内に限り、在学期間の延長を許可することがある。

2 在学期間は、入学を許可された日の属する会計年度の末日までとし、翌年度に係る

期間は延長として取扱う。ただし、外国人留学生については、この限りではない。

3 在学期間は、継続して３年を超えることができないものとする。

第 6 条 研究生として入学及び延長を希望する者は、あらかじめ指導を受けようとする教員

の内諾を得るものとする。

第 7 条 出願に際し必要な書類については、別に定める。

附　則

この内規は、平成15年4月23日から施行し、平成15年4月1日から適用する。
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京都大学フィールド科学教育研究センター外部資金等受入れ内規
（平成15年4月23日制定）

（趣　旨）

第 1 条　京都大学フィールド科学教育研究センター（以下「センター」という。）における受

託研究、民間等共同研究（研究員のみの場合を含む。）及び奨学寄附金（以下「外部

資金等」という。）の受入れに関しては、京都大学受託研究取扱規程、京都大学民間

等共同研究取扱規程及び京都大学奨学寄附金委任経理事務取扱規程に定めるものの

ほか、この内規によるものとする。

（申込み）

第 2 条　外部資金等を受入れようとする者は、外部資金等の申込者（以下「委託者等」とい

う。）からの所定の様式による申込書を、センター長に提出するものとする。

（受入れ可否の決定）

第 3 条　センター長は、第2条の提出を受けたときは、教授会に諮ったうえ、外部資金等の受

入れの可否を決定するものとする。

2 教授会は、申込みのあった外部資金等が、センターの設置目的に合致し、支障をき

たさないものであること並びに委託者等、申込みの趣旨及び条件等について、審査

するものとする。

3 センター長は、教授会に諮った外部資金等のうち、総長が受入れを決定するものに

ついては、その受入れを総長に申し出るものとする。

（報　告）

第 4 条　センター長は、受入れを決定した外部資金等並びに総長に受入れを申し出た外部資

金等については、協議員会に報告するものとする。

附　則

この内規は、平成15年4月23日から施行し、平成15年4月1日から適用する。
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京都大学フィールド科学教育研究センター
営利企業の事業に関与する兼業に関する申し合せ

（平成15年4月23日決定）

京都大学フィールド科学教育研究センター（以下「センター」という。）の専任教員が、営

利企業の事業に関与する兼業（以下「営利企業兼業等」という。）を行う場合は、この申し合

せによるものとする。

1．営利企業兼業等は、前以てセンター内の兼業審査会の承認を得るものとする。

2．営利企業兼業等をしようとする者は、営利企業兼業等開始の２か月前までに基本条件が明

記された書類を添付のうえ、文書をもってセンター長に審査願出を行うこと。

3．営利企業兼業等はその内容が基礎研究、応用研究及び研究開発、技術開発指導の範囲内に

あって、次の基本条件に適合しなければならない。

（1）月間報酬の合計額が給与本俸額（月額）を超えないこと。ただし、指定職の者につい

ては、指定職発令直前の給与本俸額（月額）を限度とする。

（2）兼業に従事する時間は、1週間1日以内又は1週合計1日相当以内とする。

（3）上記（2）には、一般の兼業を含む。

4．兼業審査会は、申請者の申し出を基に次の内容を審査する。

（1）本務に支障がないこと。

（2）兼業先企業の性格・目的が公序良俗に反しないこと。

（3）兼業しようとする教員の占めている職と兼業先との間に、利害及び権限に係る関係が

なく、かつ、当該教員が法令上の権限を有する公的機関の審議会等の委員に委嘱され

ていないこと。

（4）兼業内容が、上記３の基本条件に適合していること。

5．兼業審査会で承認された件は、協議員会に報告する。

6．兼業審査会は次の職をもって組織する。

（1）センター長

（2）専任教授

（3）総務課長

附　則

この申し合せは、平成15年4月23日から施行し、平成15年4月1日から適用する。
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京都大学フィールド科学教育研究センター利用規程
（平成15年4月23日制定）

（趣旨）

第 1 条 京都大学フィールド科学教育研究センター（以下「センター」という。）の利用につ

いては、この規程に定めるところにより行い、センターの有効な管理、運営を図る

ことを目的とする。

（利用範囲）

第 2 条 センターを利用することができる者は、次の各号のいずれかに該当するものとする。

（1） センターにおいて学生実習、講義及び研修を行う者

（2） センターにおいて研究を行う教職員及び大学院生、学生

（3） その他、各施設長（センターの内部組織に関する内規第4条第1項に規定する施設長

をいう。）が適当と認めた者

（利用内容）

第 3 条 センターは、次の各号に該当する活動を行う場合に利用できる。

（1） 京都大学及び他大学のカリキュラムに明記された実習・講義等の教育活動

（2） センター長又は各施設長が適当と認めた研究活動

（3） センター長又は各施設長が適当と認めた研修、開放事業などの教育活動

（利用申請）

第 4 条 センターの各施設の利用を希望する者は、各施設で別に定める利用要項に従い、「利

用申請書」を各施設長に提出し、許可を得なければならない。

（利用許可）

第 5 条 利用許可は、各施設長が行う。但し、国有財産に関わる場合の取り扱いについては、

別に定める。

（利用許可の取消）

第 6 条 センター長及び各施設長は、次の各号のいずれかに該当し、センターの運営に支障

をきたすと判断される場合は、前条の規定による利用許可を取消し、利用を中止さ

せることができる。

（1） センターにおいて使用する必要が生じたとき

（2） 気象災害等により利用に危険が生じたとき

（3） 利用者が、この規程及び各施設で別に定める利用要項及び利用心得、利用許可条件

に違反したとき



2 前項による利用許可の取消等によって、利用者に損害を及ぼすことがあっても、セ

ンター長及び各施設長はその責任を負わない。

（遵守義務）

第 7 条 利用者は、各施設で別に定める利用要項及び利用心得等を遵守しなければならない。

（賠償責任）

第 8 条 利用者が、故意又は重大な過失によりセンターの施設設備及び備品等に損害を与え

た場合は、その損害を賠償しなければならない。

（利用の報告）

第 9 条 センター長又は各施設長は、必要に応じ、利用者に対して利用の内容について報告

を求めることができる。

2 利用者は、各施設を利用した成果を公表した場合は、各施設長宛への報告を義務と

する。

（利用箇所の復旧・回復）

第10条　利用者は、利用終了後直ちに利用箇所を原状に復旧・回復しなければならない。

（責任の所在）

第11条　センターを利用中に生じた事故については、センターは一切その責任を負わない。

（雑　則）

第12条　この規程に定めるもののほか、センター各施設の利用に関し必要な事項は、センタ

ー長及び各施設長が別に定める。

附　則

この規程は、平成15年4月23日から施行し、平成15年4月1日から適用する。
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京都大学フィールド科学教育研究センター管理技術部組織規程
（平成15年4月23日制定）

（設　置）

第 1 条 京都大学フィールド科学教育研究センター技術職員の専門的業務を円滑かつ効率

的に処理するため、「京都大学教室系技術職員に係る組織要項（平成3年1月22日総

長裁定）」に基づき、技術職員に係る組織として京都大学フィールド科学教育研究セ

ンター管理技術部を置く。

（組織）

第 2 条 管理技術部に、次に掲げる室及び部門並びに班を置く。

企画情報室

森林フィールド管理部門 芦生研究林管理技術班

北海道研究林管理技術班

和歌山研究林管理技術班

里域フィールド管理部門 上賀茂試験地管理技術班

徳山試験地管理技術班

北白川試験地管理技術班

紀伊大島実験所管理技術班

水域フィールド管理部門 舞鶴水産実験所管理技術班

瀬戸臨海実験所管理技術班

（技術官及び技術官補）

第 3 条 管理技術部は、技術官及び技術官補をもって構成する。

2 技術官及び技術官補は、技術職員をもって充てる。

（技術部長）

第 4 条 管理技術部に技術部長を置く。

2 技術部長は、管理技術部を統括する。

3 技術部長は、京都大学フィールド科学教育研究センター長をもって充てる。

（技 術 長）

第 5 条 第2条に定める部門に技術長を置き、技術官をもって充てる。

２　技術長は、部門の業務を統括整理し、所属する技術職員に対し、技術的な指導・育

成等を行う。

（技術班長）

第 6 条 第2条に定める班に技術班長を置き、技術官をもって充てる。



2 技術班長は、班の業務を整理し、極めて高度な専門的知識、技術等に基づく業務

を担当すると共に、班に所属する技術職員に対し、技術的な指導・育成等を行う。

（技術主任）

第７条　 第2条に定める班に技術主任を置き、技術官をもって充てる。

2 技術主任は、高度な専門的知識、技術等に基づき業務を処理すると共に、担当する

業務に従事する技術職員に対し、技術的な指導・育成等を行う。

附　則

この規程は、平成15年4月23日から施行し、平成15年4月1日から適用する。
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フィールド科学教育研究センター職員配置表
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分
類
 
年
 
月
 
日
 
曜
日
 
掲
載
面
 

掲
　
載
　
紙
 

内
容
・
キ
ー
ワ
ー
ド
等
 

タ
イ
ト
ル
 

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
 

新
聞
 
20
03

3
29

土
 
朝
30

京
都
新
聞
 

セ
ン
タ
ー
長
選
出
 

2研
究
セ
ン
タ
ー
長
　
赤
岡
教
授
ら
を
選
出
 

京
大
 

新
聞
 
20
03

4
11

金
 
朝
 

北
海
道
新
聞
 

北
海
道
研
究
林
　関
連
記
事
 

あ
る
あ
る
こ
ん
な
研
究
　
　
京
都
大
学
北
海
道
研
究
林
 

森
林
の
生
態
系
や
環
境
　
種
子
拡
散
の
過
程
も
検
証
 

新
聞
 
20
03

4
20

火
 

京
都
新
聞
 

益
田
玲
爾
助
手
　関
連
記
事
 

海
中
散
歩
、
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
 

舞
鶴
水
産
実
験
所
の
益
田
助
手
　
魚
の
ド
ラ
マ
語
る
 

新
聞
 
20
03

5
14

水
 
夕
10

京
都
新
聞
 

セ
ン
タ
ー
発
足
及
び
国
際
共
同
研
究
　関
連
記
事
 

熱
帯
雨
林
の
生
態
系
探
れ
 

京
大
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の
伝
統
生
か
し
　
タ
イ
と
共
同
研
究
　
本
年
度
か
ら
 

新
聞
 
20
03

7
10

木
 
夕
 

京
都
新
聞
 

京
大
・
上
賀
茂
試
験
地
　関
連
記
事
 

京
都
盆
地
で
降
雨
集
中
化
　
京
大
グ
ル
ー
プ
解
明
 

農
地
減
り
高
温
化
、
周
辺
と
差
　
年
平
均
0.
26
度
上
昇
 

新
聞
 
20
03

7
25

金
 

舞
鶴
市
民
新
聞
 

益
田
玲
爾
助
手
　関
連
記
事
 

素
潜
り
す
れ
ば
マ
ア
ジ
の
大
群
 

新
聞
 
20
03

8
1
金
 

舞
鶴
市
民
新
聞
 

益
田
玲
爾
助
手
　関
連
記
事
 

京
都
教
育
大
付
属
高
の
1年
　舞
鶴
水
産
実
験
所
で
ウ
ニ
の
発
生
観
測
な
ど
 

滞
在
し
て
臨
海
実
習
体
験
 

新
聞
 
20
03

8
13

水
 
朝
24

読
売
新
聞
 

瀬
戸
臨
海
実
験
所
「
研
究
成
果
( C
O
2濃
度
) 」
 

C
O
2増
加
海
の
動
物
ピ
ン
チ
？
 

京
大
チ
ー
ム
、
実
験
で
確
認
 

新
聞
 
20
03

8
21

木
 
朝
 

紀
伊
民
報
 

瀬
戸
臨
海
実
験
所
「
イ
ル
カ
の
骨
発
見
」
 

「
イ
ル
カ
の
骨
見
つ
け
た
よ
」
白
浜
で
自
然
観
察
の
児
童
ら
 

京
大
臨
海
実
験
所
「
完
全
な
形
珍
し
い
」
 

新
聞
 
20
03

8
26

火
 
朝
1

京
都
新
聞
 

芦
生
研
究
林
「
ナ
ラ
枯
れ
」
 

ナ
ラ
枯
れ
に
芦
生
泣
く
 

京
大
研
究
林
2年
連
続
確
認
　
害
虫
南
下
で
拡
大
 

新
聞
 
20
03

8
26

火
 
朝
 

紀
伊
民
報
 

瀬
戸
臨
海
実
験
所
　関
連
記
事
 

オ
ニ
ヒ
ト
デ
　
白
浜
で
も
捕
獲
 

新
聞
 
20
03

8
26

火
 
朝
 

紀
伊
民
報
 

瀬
戸
臨
海
実
験
所
「
高
校
生
の
実
習
受
け
入
れ
」
 

高
校
生
の
実
習
を
初
め
て
受
け
入
れ
 

京
大
瀬
戸
臨
海
実
験
所
　
「
驚
き
の
連
続
」
 

新
聞
 
20
03

8
26

火
 

紀
伊
民
報
 

久
保
田
信
助
教
授
　関
連
記
事
 

オ
ニ
ヒ
ト
デ
白
浜
で
も
捕
獲
 

新
聞
 
20
03

8
27

水
 
夕
5

読
売
新
聞
 

白
山
義
久
教
授
「
N
aG
IS
A
」
計
画
　関
連
記
事
 

海
の
生
き
物
を
国
際
調
査
 

日
欧
米
な
ど
の
チ
ー
ム
　
種
と
生
息
数
を
記
録
 

新
聞
 
20
03

9
5
金
 

京
大
学
生
新
聞
 

芦
生
研
究
林
　関
連
記
事
 

芦
生
演
習
林
「
ナ
ラ
枯
れ
」
被
害
続
発
 

今
後
の
被
害
拡
大
懸
念
　
府
と
共
同
で
対
策
に
出
る
 

新
聞
 
20
03

9
5
金
 
朝
27

京
都
新
聞
 

セ
ン
タ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
芦
生
の
森
と
‘
ナ
ラ
枯
れ
’
」
 

「
ナ
ラ
枯
れ
」
進
ま
せ
る
な
 

27
日
に
左
京
で
シ
ン
ポ
　
専
門
家
が
現
状
報
告
 

新
聞
 
20
03

9
13

土
 
朝
 

紀
伊
民
報
 

瀬
戸
臨
海
実
験
所
　関
連
記
事
 

「
ウ
ミ
ガ
メ
の
ふ
化
確
認
」
 

学
生
実
習
　
ま
た
戻
っ
て
お
い
で
 

新
聞
 
20
03

9
26

水
 
朝
4

京
都
新
聞
 

西
村
和
雄
講
師
　関
連
記
事
 

異
常
気
象
と
農
作
物
へ
の
対
策
 

多
様
な
在
来
種
活
用
と
土
作
り
を
 

新
聞
 
20
03

9
26

金
 

紀
伊
民
報
 

久
保
田
信
助
教
授
　関
連
記
事
 

台
風
が
運
ん
だ
南
国
の
フ
ル
ー
ツ
1

白
浜
で
発
確
認
の
3種
　
京
大
助
教
授
が
見
つ
け
る
 

新
聞
 
20
03
10

5
日
 

紀
伊
民
報
 

久
保
田
信
助
教
授
　関
連
記
事
 

「
不
老
不
死
」
の
ベ
ニ
ク
ラ
ゲ
　若
返
り
の
サ
イ
ク
ル
を
確
認
 

京
大
瀬
戸
臨
海
実
験
所
・
久
保
田
助
教
授
が
世
界
初
 

新
聞
 
20
03
10
12

日
 
朝
26

毎
日
新
聞
 

芦
生
研
究
林
「
高
校
生
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
実
習
」
 

森
は
動
植
物
の
宝
庫
　
高
校
生
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
 

美
山
の
京
都
大
芦
生
研
究
林
 

新
聞
 
20
03
10
31

金
 
朝
29

京
都
新
聞
 

セ
ン
タ
ー
創
設
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
21
世
紀
の
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
」
 7
日
、
記
念
シ
ン
ポ
　
京
大
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
 

新
聞
 
20
03
11

8
土
 
朝
29

京
都
新
聞
 

セ
ン
タ
ー
創
設
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
21
世
紀
の
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
」
 山
か
ら
海
ま
で
一
体
の
研
究
を
 

開
設
記
念
シ
ン
ポ
で
討
論
　
京
大
フ
ィ
ー
ル
ド
研
 

新
聞
 
20
03
11
14

金
 
朝
7

京
都
新
聞
 

芦
生
研
究
林
「
ナ
ラ
枯
れ
被
害
」
 

ナ
ラ
枯
れ
被
害
府
北
部
で
深
刻
 

90
年
代
以
降
　
決
定
的
防
除
策
な
く
　
京
都
市
域
へ
の
拡
大
も
懸
念
 

新
聞
 
20
03
11
14

金
 
朝
 

紀
伊
民
報
 

瀬
戸
臨
海
実
験
所
「
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
03
.1
1/
10
～
11
）
」
 地
球
温
暖
化
防
止
策
「
C
O
2海
洋
隔
離
」
 

海
洋
生
物
へ
の
影
響
探
る
　
白
浜
町
で
国
際
会
議
 

新
聞
 
20
03
11
22

土
 

紀
伊
民
報
 

久
保
田
信
助
教
授
　関
連
記
事
 

条
件
次
第
で
日
本
沿
岸
で
も
繁
殖
 

世
界
最
大
級
の
エ
チ
ゼ
ン
ク
ラ
ゲ
 

新
聞
 
20
03
11
25

火
 
朝
1

紀
伊
民
報
 

瀬
戸
臨
海
実
験
所
「
デ
ジ
タ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
 

水
中
を
ぐ
る
っ
と
撮
影
 

全
方
位
カ
メ
ラ
　
白
浜
で
テ
ス
ト
 

新
聞
 
20
03
12

7
日
 
朝
30

読
売
新
聞
（
和
歌
山
版
）
 
梅
本
信
也
助
手
　関
連
記
事
 

紀
州
「
人
」
紀
行
　
黒
潮
文
化
研
究
会
代
表
　
梅
本
信
也
さ
ん
 

大
島
に
恩
返
し
し
た
い
 

新
聞
 
20
03
12

9
火
 
朝
 

紀
伊
民
報
 

瀬
戸
臨
海
実
験
所
　関
連
記
事
 

環
境
保
全
の
大
切
さ
学
ぶ
 

「
白
浜
臨
海
で
水
辺
環
境
教
室
」
 

新
聞
 
20
03
12
13

金
 
朝
33

日
本
経
済
新
聞
 

舞
鶴
水
産
実
験
所
　関
連
記
事
 

産
学
連
携
で
セ
ミ
ナ
ー
開
催
　
舞
鶴
商
工
会
議
所
　
19
日
に
 

（
舞
鶴
水
産
実
験
所
参
加
）
 

新
聞
 
20
03
12
16

火
 
朝
28

朝
日
新
聞
 

舞
鶴
水
産
実
験
所
　関
連
記
事
 

産
学
連
携
へ
「
お
見
合
い
」
 

19
日
舞
鶴
商
議
所
　
5教
育
機
関
が
参
加
　
互
い
の
情
報
交
換
 

新
聞
 
20
04

1
1
木
 

京
都
新
聞
 

舞
鶴
水
産
実
験
所
　関
連
記
事
 

「
海
洋
の
知
の
宝
庫
」
 

新
聞
 
20
04

1
8
金
 
夕
7

京
都
新
聞
 

白
山
義
久
教
授
　関
連
記
事
 

な
ぎ
さ
の
生
物
、
国
際
調
査
 

新
聞
 
20
04

1
14

水
 

京
都
新
聞
 

久
保
田
信
助
教
授
　関
連
記
事
 

珍
魚
現
る
－
白
浜
海
岸
に
漂
着
－
 

新
聞
 
20
04

2
5
木
 
夕
3

朝
日
新
聞
 

芦
生
研
究
林
　関
連
記
事
 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ス
ス
メ
　
芦
生
 

足
跡
が
語
る
見
え
な
い
世
界
 

新
聞
 
20
04

2
13

金
 
朝
11

紀
伊
民
報
 

田
名
瀬
英
朋
助
手
　関
連
記
事
 

ウ
ミ
ガ
メ
の
死
体
漂
着
 

田
辺
・
滝
内
の
海
岸
で
 

新
聞
 
20
04

2
13

金
 

紀
伊
民
報
 

久
保
田
信
助
教
授
　関
連
記
事
 

謎
多
い
カ
ミ
ク
ラ
ゲ
漂
着
 

京
大
助
教
授
　
生
活
史
解
明
に
挑
む
 

新
聞
 
20
04

3
9
火
 

紀
伊
民
報
 

久
保
田
信
助
教
授
　関
連
記
事
 

ゴ
ン
ド
ウ
ク
ジ
ラ
漂
着
 

新
聞
 
20
04

3
11

木
 

紀
伊
民
報
 

久
保
田
信
助
教
授
　関
連
記
事
 

水
の
壁
超
え
珍
客
 

カ
ミ
ク
ラ
ゲ
漂
着
の
田
辺
湾
　
海
水
温
変
化
く
っ
き
り
 

新
聞
 
20
04

3
19

金
 
夕
1

舞
鶴
市
民
新
聞
 

舞
鶴
水
産
実
験
所
「
舞
鶴
湾
口
に
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
ダ
コ
」
 

舞
鶴
湾
口
に
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
ダ
コ
 

亜
熱
帯
海
域
に
生
息
、
強
い
毒
を
持
つ
 

新
聞
 
20
04

3
22

月
 
朝
22

日
本
経
済
新
聞
 

白
山
義
久
教
授
　関
連
記
事
 

浅
海
生
物
の
成
長
C
O
2増
が
防
げ
 

京
大
、
実
験
で
確
認
 

新
聞
 
20
03

6
18

水
 
朝
6

京
都
新
聞
 

西
村
和
雄
講
師
「
実
践
・
省
エ
ネ
有
機
農
法
－
1－
」
 

土
は
生
き
て
い
る
　
実
践
・
省
エ
ネ
有
機
農
法
－
1－
 

作
物
と
共
生
、
虫
や
動
物
も
 

新
聞
 
20
03

7
16

水
 
朝
6

京
都
新
聞
 

西
村
和
雄
講
師
「
実
践
・
省
エ
ネ
有
機
農
法
－
2－
」
 

土
は
生
き
て
い
る
　
実
践
・
省
エ
ネ
有
機
農
法
－
2－
 

心
も
耕
す
畑
の
作
業
 

新
聞
 
20
03

7
30

水
 
朝
6

京
都
新
聞
 

西
村
和
雄
講
師
「
実
践
・
省
エ
ネ
有
機
農
法
－
3－
」
 

土
は
生
き
て
い
る
　
実
践
・
省
エ
ネ
有
機
農
法
－
3－
 

晴
耕
雨
読
　
黒
板
で
学
び
、
経
験
を
実
感
 

新
聞
 
20
03

8
20

水
 
朝
6

京
都
新
聞
 

西
村
和
雄
講
師
「
実
践
・
省
エ
ネ
有
機
農
法
－
4－
」
 

土
は
生
き
て
い
る
　
実
践
・
省
エ
ネ
有
機
農
法
－
4－
 

在
来
種
の
豆
　
全
国
か
ら
集
め
栽
培
保
存
 

新
聞
 
20
03

9
17

水
 
朝
7

京
都
新
聞
 

西
村
和
雄
講
師
「
実
践
・
省
エ
ネ
有
機
農
法
－
5－
」
 

土
は
生
き
て
い
る
　
実
践
・
省
エ
ネ
有
機
農
法
－
5－
 

卒
業
栽
培
　
鍬
を
ふ
る
い
、
種
を
ま
く
 

新
聞
 
20
03
10
15

水
 
朝
7

京
都
新
聞
 

西
村
和
雄
講
師
「
実
践
・
省
エ
ネ
有
機
農
法
－
6－
」
 

土
は
生
き
て
い
る
　
実
践
・
省
エ
ネ
有
機
農
法
－
6－
 

ス
ベ
リ
ヒ
ユ
　
畑
作
り
4年
「
良
い
土
」
の
証
 

新
聞
 
20
03
10
29

水
 
朝
6

京
都
新
聞
 

西
村
和
雄
講
師
「
実
践
・
省
エ
ネ
有
機
農
法
－
7－
」
 

土
は
生
き
て
い
る
　
実
践
・
省
エ
ネ
有
機
農
法
－
7－
 

育
ち
の
介
添
え
　
作
物
が
バ
ラ
ン
ス
を
生
む
 

新
聞
 
20
03
11
19

水
 
朝
7

京
都
新
聞
 

西
村
和
雄
講
師
「
実
践
・
省
エ
ネ
有
機
農
法
－
8－
」
 

土
は
生
き
て
い
る
　
実
践
・
省
エ
ネ
有
機
農
法
－
8－
 

サ
ツ
マ
イ
モ
堀
り
　
豊
か
な
土
に
大
き
な
実
り
 

新
聞
 
20
03
12
17

水
 
朝
6

京
都
新
聞
 

西
村
和
雄
講
師
「
実
践
・
省
エ
ネ
有
機
農
法
－
9－
」
 

土
は
生
き
て
い
る
　
実
践
・
省
エ
ネ
有
機
農
法
－
9－
 

大
根
　
双
葉
の
と
き
決
ま
る
実
り
 

新
聞
 
20
03
12
31

水
 
朝
7

京
都
新
聞
 

西
村
和
雄
講
師
「
実
践
・
省
エ
ネ
有
機
農
法
－
10
－
」
 

土
は
生
き
て
い
る
　
実
践
・
省
エ
ネ
有
機
農
法
－
10
－
 

落
花
生
　
「
葉
枯
ら
し
」
で
乾
燥
さ
す
 

新
聞
 
20
04

1
21

水
 
朝
6

京
都
新
聞
 

西
村
和
雄
講
師
「
実
践
・
省
エ
ネ
有
機
農
法
－
11
－
」
 

土
は
生
き
て
い
る
　
実
践
・
省
エ
ネ
有
機
農
法
－
11
－
 

性
格
診
断
　
作
物
が
人
の
心
底
見
抜
く
 

新
聞
 
20
04

2
18

水
 
朝
8

京
都
新
聞
 

西
村
和
雄
講
師
「
実
践
・
省
エ
ネ
有
機
農
法
－
12
－
」
 

土
は
生
き
て
い
る
　
実
践
・
省
エ
ネ
有
機
農
法
－
12
－
 

農
業
サ
ロ
ン
　
自
然
な
「
知
恵
」
を
講
義
 

新
聞
 
20
04

3
17

水
 
朝
13

京
都
新
聞
 

西
村
和
雄
講
師
「
実
践
・
省
エ
ネ
有
機
農
法
－
13
－
」
 

土
は
生
き
て
い
る
　
実
践
・
省
エ
ネ
有
機
農
法
－
13
－
 

経
験
発
表
　
夢
語
り
、
知
恵
を
伝
え
る
 

新
聞
 
20
04

3
31

水
 
朝
8

京
都
新
聞
 

西
村
和
雄
講
師
「
実
践
・
省
エ
ネ
有
機
農
法
－
14
－
」
 

土
は
生
き
て
い
る
　
実
践
・
省
エ
ネ
有
機
農
法
－
14
－
 

春
じ
た
く
　
種
を
選
び
、
畝
を
確
認
し
 

2
0
0
3
年
度
新
聞
記
事
一
覧
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新
聞
 
20
03
10
21

火
 

紀
伊
民
報
 

久
保
田
信
助
教
授
「
宝
の
海
か
ら
」
1

「
隠
さ
れ
た
謎
が
い
っ
ぱ
い
」
 

プ
ロ
ロ
ー
グ
　
神
秘
の
海
は
“
生
命
の
母
”
 

新
聞
 
20
03
10
28

火
 

紀
伊
民
報
 

久
保
田
信
助
教
授
「
宝
の
海
か
ら
」
2

「
北
限
の
貝
も
多
く
」
 

北
浜
（
1）
 

新
聞
 
20
03
11

4
火
 

紀
伊
民
報
 

久
保
田
信
助
教
授
「
宝
の
海
か
ら
」
3

「
海
は
生
命
の
ふ
る
さ
と
」
 

北
浜
（
2）
 

新
聞
 
20
03
11
11

火
 

紀
伊
民
報
 

久
保
田
信
助
教
授
「
宝
の
海
か
ら
」
4

「
ベ
ニ
ク
ラ
ゲ
は
人
類
の
遺
産
」
 

永
遠
の
命
の
不
思
議
 

新
聞
 
20
03
11
18

火
 

紀
伊
民
報
 

久
保
田
信
助
教
授
「
宝
の
海
か
ら
」
5

「
若
返
り
の
鍵
は
（
小
さ
な
大
人
）
」
 

ベ
ニ
ク
ラ
ゲ
の
神
秘
 

新
聞
 
20
03
11
25

火
 

紀
伊
民
報
 

久
保
田
信
助
教
授
「
宝
の
海
か
ら
」
6

「
ポ
リ
プ
田
辺
湾
で
は
日
本
一
の
共
生
率
」
 

カ
イ
ヤ
ド
リ
ヒ
ド
ラ
ク
ラ
ゲ
の
謎
 

新
聞
 
20
03
12

2
火
 

紀
伊
民
報
 

久
保
田
信
助
教
授
「
宝
の
海
か
ら
」
7

「
小
さ
な
大
人
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
」
 

コ
ノ
ハ
ク
ラ
ゲ
 

新
聞
 
20
03
12

9
火
 

紀
伊
民
報
 

久
保
田
信
助
教
授
「
宝
の
海
か
ら
」
8

「
異
例
の
大
量
漂
着
－
暖
冬
の
背
後
に
地
球
温
暖
化
－
」
 

青
い
ク
ラ
ゲ
 

新
聞
 
20
03
12
16

火
 

紀
伊
民
報
 

久
保
田
信
助
教
授
「
宝
の
海
か
ら
」
9

「
今
秋
、
北
浜
の
ク
ラ
ゲ
に
も
異
変
」
 

大
型
ク
ラ
ゲ
 

新
聞
 
20
03
12
23

火
 

紀
伊
民
報
 

久
保
田
信
助
教
授
「
宝
の
海
か
ら
」
10

「
エ
チ
ゼ
ン
ク
ラ
ゲ
日
本
来
襲
」
 

大
型
ク
ラ
ゲ
 

新
聞
 
20
04

1
1
木
 

紀
伊
民
報
 

久
保
田
信
助
教
授
「
宝
の
海
か
ら
」
番
外
編
 

「
S
F
小
説
　
若
返
り
－
奇
跡
の
妙
薬
ベ
ニ
ク
ラ
ゲ
」
 

新
聞
 
20
04

1
13

火
 

紀
伊
民
報
 

久
保
田
信
助
教
授
「
宝
の
海
か
ら
」
11

「
時
の
刻
み
を
感
覚
器
に
」
 

ク
ラ
ゲ
の
年
齢
 

新
聞
 
20
04

1
20

火
 

紀
伊
民
報
 

久
保
田
信
助
教
授
「
宝
の
海
か
ら
」
12

「
田
辺
湾
は
ヒ
ド
ロ
ク
ラ
ゲ
の
宝
庫
」
 

バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
構
成
員
 

新
聞
 
20
04

1
27

火
 

紀
伊
民
報
 

久
保
田
信
助
教
授
「
宝
の
海
か
ら
」
13

「
夜
し
ぼ
む
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
」
 

夜
勤
の
水
族
館
観
察
メ
モ
 

新
聞
 
20
04

2
3
火
 

紀
伊
民
報
 

久
保
田
信
助
教
授
「
宝
の
海
か
ら
」
14

「
打
ち
上
が
る
「
ガ
ラ
ス
細
工
」
」
 

ヨ
ウ
ラ
ク
ク
ラ
ゲ
 

新
聞
 
20
04

2
10

火
 

紀
伊
民
報
 

久
保
田
信
助
教
授
「
宝
の
海
か
ら
」
15

「
弱
い
ク
シ
ク
ラ
ゲ
類
の
護
身
術
」
 

ク
シ
ク
ラ
ゲ
類
 

新
聞
 
20
04

2
20

金
 

紀
伊
民
報
 

久
保
田
信
助
教
授
「
宝
の
海
か
ら
」
16

「
泳
力
無
く
し
た
ク
ラ
ゲ
ム
シ
」
 

海
底
暮
ら
し
の
ク
シ
ク
ラ
ゲ
 

新
聞
 
20
04

2
24

火
 

紀
伊
民
報
 

久
保
田
信
助
教
授
「
宝
の
海
か
ら
」
17

「
田
辺
湾
に
謎
の
大
量
漂
着
」
 

発
光
す
る
オ
ワ
ン
ク
ラ
ゲ
 

新
聞
 
20
04

3
2
火
 

紀
伊
民
報
 

久
保
田
信
助
教
授
「
宝
の
海
か
ら
」
18

「
幻
の
種
64
年
ぶ
り
に
出
現
」
 

泡
と
消
え
た
キ
ヨ
ヒ
メ
ク
ラ
ゲ
 

新
聞
 
20
04

3
9
火
 

紀
伊
民
報
 

久
保
田
信
助
教
授
「
宝
の
海
か
ら
」
19

「
半
世
紀
で
白
浜
町
海
岸
に
8種
」
 

ク
ジ
ラ
や
イ
ル
カ
の
漂
着
①
 

新
聞
 
20
04

3
16

火
 

紀
伊
民
報
 

久
保
田
信
助
教
授
「
宝
の
海
か
ら
」
20

「
シ
ロ
ナ
ガ
ス
が
綱
不
知
へ
迷
込
」
 

ク
ジ
ラ
や
イ
ル
カ
の
漂
着
②
 

新
聞
 
20
04

3
23

火
 

紀
伊
民
報
 

久
保
田
信
助
教
授
「
宝
の
海
か
ら
」
21

「
白
良
浜
に
コ
ビ
レ
ゴ
ン
ド
ウ
」
 

ク
ジ
ラ
や
イ
ル
カ
の
漂
着
③
 

新
聞
 
20
04

3
30

火
 

紀
伊
民
報
 

久
保
田
信
助
教
授
「
宝
の
海
か
ら
」
22

「
北
浜
で
の
漂
着
と
産
卵
」
 

ウ
ミ
ガ
メ
の
未
来
 

新
聞
 
20
03

4
25

金
 

舞
鶴
市
民
新
聞
 

益
田
玲
爾
助
手
「
若
狭
湾
水
中
散
歩
」
13

コ
ウ
イ
カ
 

イ
カ
墨
イ
ン
ク
は
セ
ピ
ア
色
の
語
源
 

新
聞
 
20
03

5
30

金
 

舞
鶴
市
民
新
聞
 

益
田
玲
爾
助
手
「
若
狭
湾
水
中
散
歩
」
14

ア
メ
フ
ラ
シ
 

ま
さ
に
、
欲
望
の
権
化
！
 

新
聞
 
20
03

6
27

金
 

舞
鶴
市
民
新
聞
 

益
田
玲
爾
助
手
「
若
狭
湾
水
中
散
歩
」
15

キ
ヌ
バ
リ
 

海
草
が
茂
る
海
に
生
き
る
 

新
聞
 
20
03

7
25

金
 

舞
鶴
市
民
新
聞
 

益
田
玲
爾
助
手
「
若
狭
湾
水
中
散
歩
」
16

イ
シ
ダ
イ
 

学
習
能
力
の
高
い
体
長
5セ
ン
チ
 

新
聞
 
20
03

8
29

金
 

舞
鶴
市
民
新
聞
 

益
田
玲
爾
助
手
「
若
狭
湾
水
中
散
歩
」
17

ク
ロ
ダ
イ
 

我
々
は
彼
ら
に
と
っ
て
は
敵
か
餌
 

新
聞
 
20
03

9
26

金
 

舞
鶴
市
民
新
聞
 

益
田
玲
爾
助
手
「
若
狭
湾
水
中
散
歩
」
18

ゴ
ン
ズ
イ
 

ダ
テ
で
は
な
い
彼
ら
の
口
ひ
げ
 

新
聞
 
20
03
10
31

金
 

舞
鶴
市
民
新
聞
 

益
田
玲
爾
助
教
授
「
若
狭
湾
水
中
散
歩
」
19

カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
 

巨
大
な
群
れ
で
大
き
な
魚
を
威
圧
 

新
聞
 
20
03
11
28

金
 

舞
鶴
市
民
新
聞
 

益
田
玲
爾
助
教
授
「
若
狭
湾
水
中
散
歩
」
20

エ
チ
ゼ
ン
ク
ラ
ゲ
 

1年
で
直
径
1メ
ー
ト
ル
に
ま
で
成
長
 

新
聞
 
20
03
12
26

金
 

舞
鶴
市
民
新
聞
 

益
田
玲
爾
助
教
授
「
若
狭
湾
水
中
散
歩
」
21

イ
シ
ガ
ニ
 

今
宵
の
ご
ち
そ
う
握
り
し
め
 

新
聞
 
20
03

4
9
水
 

両
丹
日
日
新
聞
　別
冊
TO
W
N
　T
O
W
N
上
野
正
博
助
手
「
日
本
海
に
遊
ぶ
」
 

「
鉄
が
海
を
育
て
る
」
 

新
聞
 
20
03

4
23

水
 

両
丹
日
日
新
聞
　別
冊
TO
W
N
　T
O
W
N
上
野
正
博
助
手
「
日
本
海
に
遊
ぶ
」
 

「
海
か
ら
の
贈
り
物
」
 

新
聞
 
20
03

5
14

水
 

両
丹
日
日
新
聞
　別
冊
TO
W
N
　T
O
W
N
上
野
正
博
助
手
「
日
本
海
に
遊
ぶ
」
 

「
タ
コ
と
イ
カ
」
 

新
聞
 
20
03

5
28

水
 

両
丹
日
日
新
聞
　別
冊
TO
W
N
　T
O
W
N
上
野
正
博
助
手
「
日
本
海
に
遊
ぶ
」
 

「
盲
点
が
な
い
」
 

新
聞
 
20
03

6
11

水
 

両
丹
日
日
新
聞
　別
冊
TO
W
N
　T
O
W
N
上
野
正
博
助
手
「
日
本
海
に
遊
ぶ
」
 

「
な
ぜ
川
を
遡
る
」
 

新
聞
 
20
03

6
25

水
 

両
丹
日
日
新
聞
　別
冊
TO
W
N
　T
O
W
N
上
野
正
博
助
手
「
日
本
海
に
遊
ぶ
」
 

「
コ
モ
ン
ズ
の
悲
劇
」
 

新
聞
 
20
03

7
9
水
 

両
丹
日
日
新
聞
　別
冊
TO
W
N
　T
O
W
N
上
野
正
博
助
手
「
日
本
海
に
遊
ぶ
」
 

「
雨
」
 

新
聞
 
20
03

7
24

水
 

両
丹
日
日
新
聞
　別
冊
TO
W
N
　T
O
W
N
上
野
正
博
助
手
「
日
本
海
に
遊
ぶ
」
 

「
お
よ
そ
1日
」
 

新
聞
 
20
03

8
7
木
 

両
丹
日
日
新
聞
　別
冊
TO
W
N
　T
O
W
N
上
野
正
博
助
手
「
日
本
海
に
遊
ぶ
」
 

「
生
命
の
母
は
川
？
」
 

新
聞
 
20
03

8
27

水
 

両
丹
日
日
新
聞
　別
冊
TO
W
N
　T
O
W
N
上
野
正
博
助
手
「
日
本
海
に
遊
ぶ
」
 

「
寒
い
夏
」
 

新
聞
 
20
03

9
10

水
 

両
丹
日
日
新
聞
　別
冊
TO
W
N
　T
O
W
N
上
野
正
博
助
手
「
日
本
海
に
遊
ぶ
」
 

「
カ
タ
ク
チ
の
逆
襲
」
 

新
聞
 
20
03

9
25

木
 

両
丹
日
日
新
聞
　別
冊
TO
W
N
　T
O
W
N
上
野
正
博
助
手
「
日
本
海
に
遊
ぶ
」
 

「
ア
カ
テ
ガ
ニ
」
 

新
聞
 
20
03
10

8
水
 

両
丹
日
日
新
聞
　別
冊
TO
W
N
　T
O
W
N
上
野
正
博
助
手
「
日
本
海
に
遊
ぶ
」
 

「
急
潮
」
 

新
聞
 
20
03
10
22

水
 

両
丹
日
日
新
聞
　別
冊
TO
W
N
　T
O
W
N
上
野
正
博
助
手
「
日
本
海
に
遊
ぶ
」
 

「
海
を
学
ぼ
う
」
 

新
聞
 
20
03
11
12

水
 

両
丹
日
日
新
聞
　別
冊
TO
W
N
　T
O
W
N
上
野
正
博
助
手
「
日
本
海
に
遊
ぶ
」
 

「
海
は
大
き
な
ゴ
ミ
箱
」
 

新
聞
 
20
03
11
27

木
 

両
丹
日
日
新
聞
　別
冊
TO
W
N
　T
O
W
N
上
野
正
博
助
手
「
日
本
海
に
遊
ぶ
」
 

「
河
口
は
大
事
な
フ
ィ
ル
タ
ー
」
 

新
聞
 
20
03
12
10

水
 

両
丹
日
日
新
聞
　別
冊
TO
W
N
　T
O
W
N
上
野
正
博
助
手
「
日
本
海
に
遊
ぶ
」
 

「
F
R
P
」
 

新
聞
 
20
03
12
25

木
 

両
丹
日
日
新
聞
　別
冊
TO
W
N
　T
O
W
N
上
野
正
博
助
手
「
日
本
海
に
遊
ぶ
」
 

「
ゴ
ー
ス
ト
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
」
 

新
聞
 
20
04

1
15

木
 

両
丹
日
日
新
聞
　別
冊
TO
W
N
　T
O
W
N
上
野
正
博
助
手
「
日
本
海
に
遊
ぶ
」
 

「
海
に
竹
を
生
か
す
」
 

新
聞
 
20
04

1
28

水
 

両
丹
日
日
新
聞
　別
冊
TO
W
N
　T
O
W
N
上
野
正
博
助
手
「
日
本
海
に
遊
ぶ
」
 

「
ヒ
ト
デ
の
異
常
発
生
」
 

新
聞
 
20
04

2
12

木
 

両
丹
日
日
新
聞
　別
冊
TO
W
N
　T
O
W
N
上
野
正
博
助
手
「
日
本
海
に
遊
ぶ
」
 

「
ナ
マ
コ
は
な
ぜ
減
っ
た
」
 

新
聞
 
20
04

2
25

水
 

両
丹
日
日
新
聞
　別
冊
TO
W
N
　T
O
W
N
上
野
正
博
助
手
「
日
本
海
に
遊
ぶ
」
 

「
誰
が
殺
し
た
ヒ
ラ
メ
の
子
」
 

新
聞
 
20
04

3
10

水
 

両
丹
日
日
新
聞
　別
冊
TO
W
N
　T
O
W
N
上
野
正
博
助
手
「
日
本
海
に
遊
ぶ
」
 

「
上
海
ガ
ニ
」
 

新
聞
 
20
04

3
24

水
 

両
丹
日
日
新
聞
　別
冊
TO
W
N
　T
O
W
N
上
野
正
博
助
手
「
日
本
海
に
遊
ぶ
」
 

「
幼
形
成
熟
」
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雑
誌
等
 

紀
要
・
 
20
03

5
－
 
－
 
N
o.
73
4

林
業
技
術
 

セ
ン
タ
ー
発
足
 

コ
ラ
ム
　
京
都
大
学
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
発
足
 

雑
誌
等
 

紀
要
・
 
20
03

5
28

水
 

－
 

文
教
速
報
 

セ
ン
タ
ー
関
連
記
事
 

京
大
「
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
」
の
看
板
上
掲
 

雑
誌
等
 

紀
要
・
 
20
03

6
2
月
 
N
o.
17
30

文
教
ニ
ュ
ー
ス
 

セ
ン
タ
ー
看
板
上
掲
式
 

京
大
「
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
」
の
看
板
上
掲
式
 

雑
誌
等
 

紀
要
・
 
20
03

5
－
 
－
 
N
o.
31

京
大
農
国
際
交
流
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
 
田
中
セ
ン
タ
ー
長
執
筆
記
事
 

身
の
回
り
の
国
際
交
流
　
田
中
　
克
 

雑
誌
等
 

紀
要
・
 
20
03

6
－
 
－
 
N
o.
58
0

京
大
広
報
 

セ
ン
タ
ー
看
板
上
掲
式
 

フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
看
板
上
掲
式
 

雑
誌
等
 

紀
要
・
 
20
03

6
－
 
－
 
N
o.
58
0

京
大
広
報
 

芦
生
研
究
林
公
開
講
座
 

フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
芦
生
研
究
林
公
開
講
座
 

雑
誌
等
 

紀
要
・
 
20
03
11

－
 
－
 

03
　I
ss
ue
4

Au
tu
m
n　
20

京
大
広
報
誌
「
楽
友
」
 

セ
ン
タ
ー
紹
介
 

フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
設
立
 

森
・
里
・
海
の
連
環
機
構
解
明
が
拓
く
、
新
し
い
科
学
と
価
値
観
の
可
能
性
 

雑
誌
等
 

紀
要
・
 
20
03
11

－
 
－
 
第
4号
 

京
大
広
報
誌
「
紅
萌
」
 

セ
ン
タ
ー
職
員
佐
藤
一
夫
技
官
掲
載
記
事
 

京
都
大
学
を
さ
さ
え
る
人
 

佐
藤
一
夫
　
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
舞
鶴
水
産
実
験
所
 

雑
誌
等
 

紀
要
・
 
20
03
11
17

月
 
N
o.
24

京
大
生
協
「
教
職
員
情
報
」
 
舞
鶴
水
産
実
験
所
「
施
設
見
学
会
」
 

第
3回
施
設
見
学
会
　
舞
鶴
水
産
実
験
所
 

益
田
先
生
の
「
魚
類
心
理
学
」
に
感
激
 

雑
誌
等
 

紀
要
・
 
20
03
11

－
 
－
 
N
o.
79

S
hi
p&
O
ce
an
　N
ew
sl
et
te
r
山
下
　
洋
教
授
執
筆
記
事
 

森
と
里
と
海
の
連
環
研
究
 

雑
誌
等
 

紀
要
・
 
20
03
12

－
 
－
 
N
o.
58
5

京
大
広
報
 

セ
ン
タ
ー
創
設
記
念
行
事
 

部
局
の
動
き
　
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
 

創
設
記
念
行
事
挙
行
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2003年度
フィールド科学教育研究センターにおける主な取り組み

（ 1）2003年4月1日
フィールド科学教育研究センター発足。

（ 2）2003年5月13日
フィールド科学教育研究センター看板上掲式ならびに総長・事務局長との懇談会を実施。

（ 3）2003年7月11日～
1回生（新入生）少人数セミナーを開講。
● 舞鶴水産実験所「海洋環境と生物資源」7月11～13日
● 徳山試験地「照葉樹林の構造と維持」7月22～24日
● 北海道研究林「森林資源学ゼミナール」8月8～14日
● 芦生研究林「原生的な森林の利用と管理」8月10～13日
● 紀伊大島実験所、瀬戸臨海実験所（共同）「紀伊半島南部の里域生物相調査」9月22～26日

（ 4）2003年7月31日～8月2日
芦生研究林公開講座「森のしくみと働き－芦生研究林への招待－」を開催。

（ 5）2003年8月4～9日
1－4回生対象 森―里―海連環学実習を開講（芦生研究林－舞鶴水産実験所）。

（ 6）2003年8月7～9日
京都大学長尾 真総長が北海道研究林を視察ならびに少人数セミナーに参加。

（ 7）2003年8月12日
オープンキャンパスに協力（北白川試験地）。

（ 8）2003年9月13～18日
熱帯域（タイ）におけるモデルフィールド探索調査（第1回）。

（ 9）2003年9月25日
環境省　有明海・八代海総合調査評価委員会ヒアリングに参加し、森里海連環をもとに
有明海の再生方向を提言。

（10）2003年9月27日
フィールド科学教育研究センターシンポジウム「芦生の森と‘ナラ枯れ’」を開催。

（11）2003年10月24日
滋賀県漁業協同組合連合会主催シンポジウム「魚が語る琵琶湖」に参加し、森と川と湖
のつながりについて提言。

（12）2003年11月7日
フィールド科学教育研究センター創設記念シンポジウム・式典・祝賀会を開催。

（13）2003年11月17～20日
熱帯域（タイ）におけるモデルフィールド探索調査（第2回）。



（14）2003年11月22日
一般公開自然観察会を開催（上賀茂試験地）。

（15）2003年12月8日
北大－京大－琉大連携水圏フィールド科学シンポジウム『森と里と海と生物』を開催
（舞鶴水産実験所）。

（16）2003年12月11～13日
SEASTAR2000 ワークショップ（バンコク）でセンターが目指す森里海連環学を講演。

（17）2003年12月11～12日
東京大学海洋研究所公開シンポジウム「海洋生命系のダイナミクス」で講演。

（18）2004年1月19日
フィールド科学教育研究センター講演会『森里海連環学から見た「モデル・フォレスト」』
（渡辺　弘之名誉教授講演）を開催。

（19）2004年1月29日
フィールド科学教育研究センター　国際ミニシンポジウム
『Coastal management:The role of land processes』（Dr. Gunnar Kullenberg講演）を開催。

（20）2004年2月9日
シップ＆オーシャン財団海洋政策研究所ワークショップ「森・川・海・空のパートナー
シップ」で講演。

（21）2004年2月20～25日
熱帯域（タイ）におけるモデルフィールド探索調査（第3回）。

（22）2004年3月2日
フィールド科学教育研究センター　講演会
『熱帯泥炭湿地林の土壌と河川環境』（原口　昭 北九州市立大学国際環境工学部助教授
講演）
『Alaskaの温室効果ガス収支研究における現象解析と統合化』（原薗　芳信 アラスカ大
学国際北極圏研究センター客員研究員講演)を開催。

（23）2004年3月5日
北海道大学北方生物圏フィールド科学センター公開シンポジウム「フィールド科学への
期待」でセンターが目指す森里海連環学を講演。

（24）2004年3月7日
市民公開講演会／展示会『京都大学におけるフィールド研究の現状と将来像を求めて』を
京都大学生態学研究センター・大学院地球環境学堂・フィールド科学教育研究センター
共催にて開催。

（25）2004年3月15日
フィールド科学教育研究センター　大畠　誠一 教授 最終講義
『「針葉樹の系統発生の地縁展開法則」とマツ属の種分化』を開催。
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2003年度
各施設利用許可数一覧

（累計）

所　　属　　区　　分利　　用　　区　　分
許可数施　設　名

他機関等他　大　学京都大学その他研　究教　育

　53　　9　54　46　48　22116芦 生 研 究 林

　　7　　3　14　　2　12　10　24北 海道研究林

　（6）　（3）　（8）　（1）　（8）　（8）（17）　（標茶区）　

　（1）　　0　（6）　（1）　（4）　（2）（7）　（白糠区）　

　　6　　4　10　　5　14　　1　20和 歌山研究林

　11　11　48　　4　47　19　70上 賀茂試験地

　　0　　0　38　　0　32　　6　38北 白川試験地

　　1　　1　　5　　2　　4　　1　　7徳 山 試 験 地

　　6　　3　　8　　2　12　　3　17紀伊大島実験所

　46　44270　66273　21360舞鶴水産実験所

　79　68　33　20127　33180瀬戸臨海実験所

209143480147569116832合　計

2003年度　人事異動

異動年月日旧　官　職　名新　官　職　名 氏　　名（職　種）

H15. 5. 1企画情報室任期満了佐古和歌子（技　官）

H15.10. 1森林環境情報学分野芦生研究林長（専任）芝　　正己（教　官）

〃芦生研究林長（専任）森林環境情報学分野中島　　皇（教　官）

H15.10. 1芦生研究林北白川試験地二村　一男（技　官）

〃フィールド担当事務（第二経理掛）辞　　職坂本　　勝（事務官）

H15.10.16助　手（舞鶴水産実験所）助教授（舞鶴水産実験所）益田　玲爾（教　官）

H16. 3.31上賀茂試験地長（兼任）定年退職大畠　誠一（教　官）
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